
資料２  

中央区消防団運営委員会答申（草案）について 

              

課 題 検 討 事 項 提言の項目（検討の方向性） 提言の内容 

１ 地域防災の要である消防団として、変化及

び成長していくことが重要である。 

１ 入団し活動を継続したいと思える組織の活性

化方策について、区の地域特性や消防団の現況

(構成等)を踏まえ検討する。 

１ 管内特性の変化に合わせた町会・自治会等との連 

携強化による効果的な消防団活動体制の構築 

・各町会、自治会等に所属する消防団員を確保する。 

震災等の大規模災害発生時、町会、自治会等に所属する消防団員が人命救助や消

火活動等の初動対応を実施するとともに、町会、自治会等と協力し被害状況等の重

要情報の早期収集や、消防団本部への速報等、消防署や区をはじめとする関係機関

との情報共有を図ることにより、各機関が連携して迅速かつ効果的な活動を展開で

きる体制を構築する。これにより消防団員が地域防災のリーダーとして活躍する姿

を地域の人々が再認識することで、消防団員への信頼感とステイタスの向上を図る。 

２ 最新の技術等を考慮した活動環境の改善方策 

について検討する。 

２ 消防団員間の情報伝達手段の確保 

・ＭＣＡ無線機を全団員に配置する。 

消防団本部や消防団員間で情報を伝達することができるＭＣＡ無線機を全消防

団員に配置し、消防団本部へ全消防団員が情報を報告できる活動環境に改善する。 

３ 消防団事務の効率化を図るためのタブレット活用 

・タブレット端末を全団員に配置し、消防団事務の効率化を図る。 

消防団の会議のオンライン化、全消防団員に団長通知等を一斉送信することによ

り消防団事務の効率化を図る。また、消防学校主催の教育訓練をタブレット端末に

てオンライン受講することにより、消防団員の負担軽減を図る。 

２ 活動力を地域で発揮していくことで、地域

住民の負託に応え続けることが重要である。 

３ 消防力維持のため、計画的な人材育成方策につ 

いて検討する。 

４ 経験が浅い消防団員に対する教育訓練体制の構築 

・能力や経験に応じた段階的な教育訓練の実施 

消防団員として求められる基本的な消防活動技術について、能力や経験に応じて

段階的に教育訓練するとともに、各訓練項目ごとに技能の習得状況を確認するため

の技能確認要領を策定し、消防団員として必要とされる消防活動能力を定期的に確

認する。訓練目標に達していない項目は再度教育訓練を実施することで、経験の浅

い消防団員が着実に成長できる環境を整備する。 

５ 経験豊富な消防団員による訓練指導体制の構築 

・訓練指導者の指導力強化 

指導者となる消防団員向けに指導方法に特化した研修カリキュラムを充実させ、

訓練指導方法や訓練計画の立案等、指導に必要な能力を養成する。また、指導者を

中心に、自己分団内で継続的・計画的な消防団員育成に取り組む体制を構築する。 

４ 地域に尽力している消防団を地域住民により

知ってもらう方策について検討する。 

６ 管内企業や官公庁、消防団協力事業所等と連携し 

た消防団活動の情報発信 

・消防団活動の情報発信強化 

管内企業や消防団協力事業所と協力してデジタルサイネージや企業ホームページ

及び企業のソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）に消防団活動の画像や動画

掲載を依頼して情報発信する。 

２ 


